
　

施
工
方
法
と
注
意
事
項
（
ア
ル
ミ
サ
ポ
ー
ト
）

施工方法と注意事項（アルミサポート）
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アルミサポート　施工パターン例
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・サポートはX・Y方向に鉛直に組み立てて下さい。
・水平つなぎは高さ 1800mm以内に、X・Y方向に設置して下さい。
　・水平つなぎの端部を壁・柱に突き当てて下さい。（図 1）
　・壁・柱が無い場合は斜材をX・Y方向に設置して下さい。
　　また、斜材の下端は下の スラブに突き当てて下さい。（図 2）
　・中間支保工ピッチの大きな PCスラブを受ける場合（隣接するサポート列と単管で
 　　連繋することが困難な場合）は中間サポート列に図 3の要領で斜材を設置して下さい。
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両方向への変異を
防止できる構造にする

使用基準 プレキャスト複合コンクリート工法に使用する場合
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